十五 日 今日の ようなしめ つぼい 空気に は 墓の 匂い 

が 籠って おる ように 思う。 横にな つて 壁 を 踏んで いる 

まぶた はいふき 

と 眼瞼が 重くな つ て 灰 吹から 大蛇が 出た。 

十六 日 涼しい さえさえ した 朝 だ。 まだ 光の 弱い 太 

るつぼ 

陽 を 見詰めた が 金の 鴉 も 黒点 も 見えない。 坩堝の 底に 

とんぼ 

熔けた 白金の ような 色 をして そして 蜻艇の 眼の ように 

まぶ 

クル クルと 廻る ように 見える。 眩しくな つて 眼 を 庭の 

草へ 移す と 大きな 黄色の 斑点が いくつ も 見える。 色が 

さまざまに 変りながら 眼の 向かう 方へ 動いて 行く。 

(明治 三十 三年 十月 『ホ トトギ ス』) 
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